
















































































































































































意 味 で 用 い ら れ て き た “Zivilgesellschaft” や
“Bürgergesellschaft” は，“bürgerliche Gesell-
schaft” という言葉によって駆逐されてしまった。












































































































































































































































































































































































































きとした側面（lebendige Seite des Sozialstaates）」
と特徴づけられている（後述）。ドイツにはきわめ
て多くの NPO が，民法上の社団法人（いわゆる「登














































のである（Enquete-Kommission “Zukunft des Bür-






























（Enquete-Kommission “Zukunft des Bürger-

























他 の 国 々 に お け る よ り も 難 し い 」（Enquete-
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